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1992/ 8/28 総 合 経 済 対 策  8.6 1.2 0.9 10.7
1993/ 4/13 総 合 的 な 経 済 対 策 10.6 1.9 0.5 0.028 0.15 13.20
1993/ 9/16 緊 急 経 済 対 策  5.2 0.8  6.00
1994/ 2/ 8 総 合 経 済 対 策 7.2 1.4 0.1 0.01 5.9 15.25
1995/ 4/14 緊 急 円 高・ 経 済 対 策 0.33 1.4 5.1  7.00
1995/ 9/20 経 済 対 策 11.4 1.3 0.014 1.4 14.22
1998/ 4/24 総 合 経 済 対 策  7.7 2.0 0.05 4.6 16.65
1998/11/16 緊 急 経 済 対 策  9.3 5.9 1.0 6.0 0.7 23.90
1999/11/11 経 済 新 生 対 策  6.8 7.4 1.0 18.00












































公的支出 23.9 24.3 24 23.5 22.9 22.8
中央政府 4.6 4.6 4.5 4.5 4.1 4.2
地方政府 13.5 13.5 13.3 12.7 12.3 12.1



































　 地方財政計画 決算額 乖離額 執行率 補正予算
1985年 83760 66195 －17565 0.790294 ○
1986年 86861 70367 －16494 0.81011 ○
1987年 91204 81261 －9943 0.890981 ○
1988年 102948 99259 －3689 0.964166 ×
1989年 112451 113049 598 1.005318 ×
1990年 120328 132550 12222 1.101572 ×
1991年 133840 149184 15344 1.114644 ×
1992年 163095 173622 10527 1.064545 ○
1993年 188063 183496 －4567 0.975716 ○
1994年 184832 172495 －12431 0.933253 ×
1995年 194287 176835 －19542 0.910174 ○
1996年 200062 170315 －29221 0.851311 ×
1997年 199726 157990 －41736 0.791034 ×
1998年 191785 154254 －37531 0.804307 ○
1999年 191734 134953 －56781 0.703855 ○
2000年 183793 122569 －61224 0.666886 ○
2001年 174135 113673 －59920 0.652787 ×













地方財政計画 決算額 乖離額 執行率 補正予算
1985年 75506 79677 4171 1.055241 ○
1986年 77578 80286 2708 1.034907 ○
1987年 90900 90506 －394 0.995666 ○
1988年 83205 83803 778 1.007187 ×
1989年 83564 85265 1701 1.020356 ×
1990年 83735 85730 1995 1.023825 ×
1991年 86088 87545 1457 1.016925 ×
1992年 101534 104486 2952 1.029074 ○
1993年 130585 132262 1677 1.012842 ○
1994年 105105 102664 －2441 0.976776 ×
1995年 140796 140149 －647 0.995405 ○
1996年 112355 111173 －1182 0.98948 ×
1997年 102275 102145 －130 0.998729 ×
1998年 141835 139336 －2399 0.982381 ○
1999年 111964 110729 －1235 0.98897 ○
2000年 106003 101964 －4039 0.961897 ○
2001年 104741 100212 －4529 0.95676 ×























































































































































































































































j＝1（ΔTt＋j－ΔEt＋j（1＋r）j ）＋limj→∞ Et ΔDt＋j（1＋r）j （ 6）
と書き換えることができる。
　ところで，ΔDt＋j＝Dt＋j－Dtより，（4）式は，



















































分検定によるアプローチを取った先行研究としては，Trehan and Walsh（1991），Ahmed and Rogers（1995）や













れているAugmented Dickey-Fuller（1979）検定（ADF検定）に加え，より検出力の高いElliott et 
al.（1996）によって提唱された，DF-GLS検定も試みた。ADF検定のラグ次数はAIC基準により
判別した。これは，SBIC基準と比較すると，AIC基準の方が長いラグを判別する傾向にあるた





























注： ADF は Augmented Dickey-Fuller（1979）検定，DF-GLS は Elliott et 
al.（1996）によって提唱された GLS detrendingに基づく Dickey-
Fuller検定の結果をそれぞれ示す。レベル変数および 1階の階差を
とったモデルのいずれも定数項のみを含む。ADF検定のラグ次数は
AICによって選択し，DF-GLS検定の次数は Ng and Perron（1995）
で示された sequential t値によるラグ値により選択し，各ラグ次数は（）

























G*－R －1.088 (2) －0.838 (2)
注： ADF は Augmented Dickey-Fuller（1979）検定，DF-GLS は Elliott et 
al.（1996）によって提唱された GLS detrendingに基づく Dickey-Fuller
検定の結果をそれぞれ示す。推定は定数項のみを含む。ADF検定































表 8　Gregory and Hansen（1996）の共和分検定の結果
モデル Cモデル C/Sモデル








表 9　 Gregory and Hansen（1996）の共和分検定の結果（期間を分
割した C/Sモデル）
サンプル期間 1976：Q1―1987：Q2 1987：Q3―2006：Q4
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